
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6回 10月 1日（水） 

講師 びわこ薬剤師会 会長 

 

「くすりのはなし」 

 くすりの基本、サプリメント（健康食品）、薬剤師の活用 

講座の様子 
薬の基本とサプリメントについて 

 

体内での薬の道のり、用法用量を守って正しく飲む

ことの重要性、薬の副作用について説明を受けま

した。 

サプリメントの話では、“サプリメントは食品の 

１つ”であり、広告・体験談を信用しすぎない。医薬

品的な効果を期待しない。錠剤・カプセルなど飲み

やすいため過剰摂取で肝臓に負担になったり、薬

との併用で相互作用のリスクも考える必要がある

というお話でした。そのため、サプリメントを使用す

る場合、かかりつけ医師・かかりつけ薬剤師に相談

することが大切であるということでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
グループワークの様子 

くすりの正しい使い方 

６５歳以上では、肝臓での薬の分解がされにくいことや、腎臓での薬の排泄が低下したり、内服

薬の種類が増えると問題が起きることがあるということでした。また、７５歳以上の４人に１人

は７種類以上の薬を飲んでおり、多剤併用による問題が発生しやすくなるというお話がありま

した。これらの問題解決のために、「かかりつけ医」や「かかりつけ薬局」を持ち、薬の管理をする

ことが大切であるというお話でした。 

 

 

マイ医療チームを作ろう 

住み慣れた地域で自分らしく生活することを目的に、マイ医療チ

ームについてグループワークをしました。 

 

グループワークでは 

「総合病院でまとめて診てもらいたいが、開業医を紹介される」 

「たくさん薬を飲んでいて心配。薬局をまとめる必要がある」 

「診療科が多いとかかりつけ医は絞りにくい」 

「かかりつけ医、かかりつけ薬局を決めている」 

などの声がありました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７回 １０月８日（水） 

講師 歯科医師・言語聴覚士 

 

美味しく・楽しく食べるための 

  「お口の健康」について 

 

講座の様子 口腔機能の実験 

 食べるメカニズムについて、実際にお水や食べ物、唾液で実験して

みました。 

 

唾液を飲み込む時の甲状軟骨（のど仏）の動きや水を飲む時の舌の

動きや呼吸はどうなっているかについてとなりの人と観察し合いま

した。 

 

 

 

 

 

 

グループワークの様子 

口の健康チェック 

① 口腔機能の低下を早期発見するための簡易検査「パタカ」の発声

回数を測定しました。 

② 「アー」と発声して、発声持続時間をチェックしました。 

 

結果、受講生全員の口腔機能低下や発声持続時間には問題はありま

せんでしたが、「今後のためにも講座で学んだことを実施していきた

い」という声がありました。 

 

 

 

 

○お口の健康のために実施していること 

「起床時、口の中は菌が多いので、うがいや歯磨きをしている」「１日３回の歯磨き」「歯科医院

には定期受診している」「歯間歯ブラシ・糸ようじ使用」「舌ブラシの使用等、歯の健康づくりを

行っているという話がでました。 

受講生から出てきた健康法に対して、講師からアドバイスをもらい、健康法を継続したり新た

に追加して実施したいという声がありました。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８回 １０月１５日（水） 

講師 栗東市ボランティア観光ガイド協会 

 

「旧和中散本舗周辺の散策」 

栗東市ボランティア観光ガイド協会について 

 

栗東市ボランティア観光ガイド協会は、令和７年度に

発足し３０年を迎えたという事でした。 

ボランティアガイドの活動としては、①依頼ガイド②

栗東市観光協会要請ガイド③企画ガイド④待ち受けガ

イド⑤栗東市役所からの要請などがあるということで

した。栗東１００歳大学卒業生も新規加入し、活躍して

いるというお話がありました。 

 

 

 

 

 

講座の様子 

旧和中散本舗周辺の散策 

旧和中散本舗に向かう途中、六地蔵（梅の木立場）についての話や旧和中散本舗では木

製の製薬機と歯車について説明を受けました。また、入り口付近に茶釜があり、旅人に薬

湯をふるまい、もてなしていたということでした。 

 小休本陣として、小座敷や上段の間があり、その間の仕切りの襖絵が見事なものでし

た。座敷の奥には庭園があり国の名勝に指定されていて、カキツバタの頃が見事である

というお話でした。 

「和中散」は腹痛を起こした徳川家康がこの薬を飲んで治ったと言われ、「和中散」の命

名は家康によるものと伝えられているということでした。当主の方からも旧和中散本舗

について説明を受け、歴史を感じる体験ができました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９回 １０月２２日（水） 

講師 関西大学教授 

 

『地域とのつながり、自分らしく生きる』 

～幸せづくりのヒントは“誰かとの関係性”にある～ 

講座の様子 

グループワークの様子 

グループワークは、講座を受けて下記の

２点について話し合いました。 

 

① 地縁を深めるために、今、取り組める

ことは何か 

② 若い世代に地域活動への参加を推

進、継続してもらうためにどうした良

いか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① については、「コロナによって、自治会行事が無くなった。住民

参加の奉仕活動（清掃等）への参加や子どもが楽しむ行事をす

ることで、地域とのつながりを持つ」という声がありました。 

 

② については、「地震が起きたらどのように助け合えるか。親世代

が働きに行き、子どもや高齢者しかいない時間帯に起きた時、

どのように助け合うかなど、平時から若い親を巻き込んだ働き

かけ（緊急連絡先などの名簿作成）を行う」などグループワーク

が盛り上がりました。 

 

栗東市地域福祉計画に基づいて、講座が進め

られました。 

 

幸せづくりのヒントは、住んでいる地域の中

にあり、「地縁」は欠かせない要素である。そこ

で人間関係を育むことで、その人らしい生き方

ができる。 

その人らしく、住み慣れた地域で生き生きと

生活できるために、行政だけに任せるのでは

なく、「住民も一緒になって、住民がつながり

支え合う取り組みを育んでいくことが必要で

ある」というお話を聞きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０回 １０月２９日（水） 

講師 JRA職員 

 

「栗東トレーニング・センターの見学」 

講座の様子 

施設内見学の様子 

講座では、競走馬の半生に沿ってお話を聞きました。サ

ラブレッドとは、強く速い馬を作り出すために、優れた競争

成績を残した馬たちの血統が受け継がれてきた品種である

と説明を受けました。サラブレッドは、１年間に約７，８００頭

が誕生し、その多くが馬主に売却され、そして約５，０００頭

の馬が競走馬として JRAに登録されるそうです。 

 馬主はトレーニング・センターに所属する調教師に競走馬

の管理をまかせ、その調教師のもとで馬は日々訓練に励ん

でおり、レースでは調教師から依頼された騎手が競走馬に

騎乗し出走するということでした。そして、この調教師や騎

手になるには、JRA から免許を受ける必要があるというこ

とも学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乗馬苑にて 

調教コース 

調教スタンドでは競走馬の育成・

調教のための調教コースや坂路

コースの説明を受けました。コー

スの材質は芝、ウッドチップ、ダ

ート、ニューポリトラックの４種類

があるということでした。馬の状

態に合わせたコースでの調教が

行われていることや坂路コース

は、多くの馬が利用しているとい

うことで、馬がより良い環境のも

とでトレーニングできるように多

くの職員が仕事をしており、栗東

トレーニング・センターは競走馬

にとって安全に調教をする施設

であることがわかりました。 

乗馬苑では馬と触れ合う事が

でき貴重な体験をすることがで

きました。 

 


